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このたび、自由
じ ゆ う

律
りつ

俳人
はいじん

：藤田
ふ じ た

俊一
としかず

（俳号
はいごう

：踏
とう

青
せい

）氏から放
ほう

哉
さい

研究家
けんきゅうか

・小山
こ や ま

貴子
た か こ

氏
し

を通
つう

じて、尾崎放哉関
かん

係
けい

資
し

料
りょう

をご寄贈
き ぞ う

していただきました。この資料は、京都
きょうと

泉
いずみ

の会
かい

の先輩
せんぱい

であった金
かね

平
ひら

二
に

火
か

氏がお亡
な

くなりになる

前
まえ

に藤田氏に託
たく

されたもので、今回
こんかい

これらの資料が放哉晩年
ばんねん

のものであることから当館
とうかん

に寄贈することが

一番
いちばん

良
よ

いのではないかということで、ご寄贈くださったと伺
うかが

っております。 

8月 21日、記念館で寄贈式
きぞうしき

を行
おこな

い、藤田氏の代理
だ い り

で「放哉」南郷
みなんご

庵
あん

友
とも

の会
かい

・岡田
お か だ

会長
かいちょう

から港
みなと

館長
かんちょう

に手渡
て わ た

されました。中でも、金
かね

平
ひら

二
に

火
か

氏の句
く

稿
こう

（写真②はその一部）には赤インク・墨痕
ぼっこん

・朱筆
しゅひつ

で放哉が添削
てんさく

した跡
あと

が見られます。添削
てんさく

された句
く

の中
なか

に『洗濯
せんたく

すましてきた顏
かお

でお給仕
きゅうじ

して呉
く

れる』とあり、『層雲
そううん

』大正 14 年

12月号に発表
はっぴょう

されています。友の会幹事
か ん じ

・森
もり

克
かつ

允
まさ

氏は、「俳
はい

句
く

を手
て

解
ほど

きした事
こと

を書
しょ

簡
かん

では見るけれど、『生の

句稿』に朱
しゅ

を入れた添削ははじめて出会
で あ

う。南郷庵での出
で

来
き

事
ごと

に意
い

味
み

合
あ

いが強
つよ

い」とお話
はな

しされました。 

いただいた資料につきましては今後
こ ん ご

、研究
けんきゅう

・調査
ちょうさ

を進
すす

めたいと思います。9 月 30 日(土)まで記念館にお

いて特別
とくべつ

展示
て ん じ

（写真③）を行っています。複製
ふくせい

を展示
て ん じ

していますので、是
ぜ

非
ひ

お手
て

に取
と

ってご覧
らん

ください。 

藤田俊一氏 昭和 24 年(1949)生。昭和 52 年(1977)

『層雲』入門。その後『随雲』と『層雲自由律』に

別れた際に『層雲自由律』に所属。定型俳人とも幅

広く交流がある。川柳とのコラボレーションを企画

した『でんでん虫』の代表を務めた。 

層雲賞受賞。第 1 回尾崎放哉大賞受賞。 

金平二火氏（本名 淡之助）明治 33 年(1900)～昭和

55 年(1980)。大正 15 年『層雲入門』。大分県の鐘紡

中津工場在勤当時、島丁哉と知り合い、丁哉が幹事

をする句会に参加。その縁で尾崎放哉と木村緑平に

句の添削を依頼した。二火が放哉と交流があったこ

とは一部『放哉全集』にも書簡が掲載されている。

小山貴子氏にも「僕はネ、若い頃放哉と交流があっ

たんだよ。」と話していたという。後に京都泉の会に

出席。そこに藤田踏青氏や小山貴子氏が参加して知

己を得る。 
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●放哉だより発行日  

□記念館休館日 □資料館休館日 

9月５日(火)～9日(土)まで、町立
ちょうりつ

中央
ちゅうおう

図書館
と し ょ か ん

は特
と く

別
べつ

整
せい

理
り

期
き

間
かん

(蔵
ぞう

書
し ょ

点
てん

検
けん

)のため、休館
きゅうかん

いたします。そのた

め、土庄町
とのしょうちょう

尾崎
お ざ き

放
ほう

哉
さい

資料館
しりょうかん

も休館
きゅうかん

いたします。 

よろしくお願
ねが

いいたします。 

寄贈資料一覧 

・「放哉・緑
りょく

平
へい

 選評会
せんぴょうかい

」に就
つ

いて（丁翁→二火）1 枚 

・「放哉・緑平」および「裸
はだか

」向け句稿
く こ う

依頼
い ら い

 1 枚 

・放
 

哉の選句評（放哉→二火）7 通 

・緑
 

平の選句評（緑平→二火）7 通 

・此
し

君楼
くんろう

の選句評（此君楼→二火）1 通 

・放哉三回忌
か い き

挨拶状
あいさつじょう

1 葉および記念
き ね ん

絵葉書
え は が き

4 葉 

・放哉三回忌の寄
よ

せ書
が

き（山崎
やまざき

／観音寺
かんおんじ

）1 葉 

・放
 

哉→二火宛葉書 各 1 葉 

大正
 

15 年 1 月 9 日、1 月 16 日、1 月 21 日 

・放哉→丁
てい

哉
さい

宛葉書 各 1 葉 

 大正
 

14 年 11 月 17 日、大正 15 年 1 月 21 日 

① ② ③ 


